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令和３年度第２回島牧村地域公共交通活性化協議会 議事録 

日 時 令和４年１月２５日(火) １４：００～１５：３０ 

場 所 島牧村役場２階 大会議室（WEB会議併用） 

出席者 別添委員会名簿のとおり 

概 要 以下のとおり 

 

１．開 会 

・事務局による進行 

 

 

２．会長挨拶 

・野崎副村長より挨拶 

 

 

３．議題 

（１）島牧村地域公共交通計画の方向性（案）について … 承認 

～質疑応答～ 

 

【髙島委員】 内容自体は概ね良いと思われるが、ＷＥＢ会議を併用せず、直接集まっ

た上で協議ができるのが望ましいと思う。 

 

【野崎会長】 今回、新型コロナウイルス感染対策として、北海道より全道的にまん延

防止等重点措置が適用となることから、このような開催の形態となったた

め、ご理解をいただきたい。なお、次回は３月に会議を予定している。そ

の時点でコロナが終息していたら会場に直接集まり開催する。 

 

【 林 氏 】 課題について代替バスの有償化とあるが、はじめた当初は認知度が低く

乗る人が少なかったが、口コミで無料が広がり利用者が増えてきた。ここ

でいきなり有料となると利用者のためにならないと思う。あと、バスが通

学に欠かすことのできない手段とあるが、島牧から寿都へ通学している学

生は何人いるのか、人数も多くないのでどうかと思う。 

 

【事 務 局】 現在、緊急的に代替バスとして無料で運行しているものである。当初は

有償で運行する手立てがなかったため、一定期間無料で行った後、有償化

する予定であったが、現在まで続いている状態であり、そこを検討すると

いうことである。高校生の通学は現在１６名であり、今後減少することも

考慮して計画を策定していきたい。 

 

【久保田委員】 地域公共交通の方向性ということで、村内の路線バス、ハイヤー、代替

バス、患者輸送バス等利用者別・目的別の移動手段があるとうい結果を基

にし、国土交通省の掲げる輸送資源の総動員という観点からも引き続き取

り組んでいただきたい。また、国の補助金の活用について連携していきた

い。 
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（２）市町村運営有償運送の有効期間の更新について … 承認 

～質疑応答～ 

 

【事 務 局】 令和元年度より現行の料金としているが、２年間運用し一部の住民より

料金が高いとの意見が聞かれている。地理的に長い海岸線を有しているこ

とから距離によって料金に差が生じている。現状でバスとの比較では約１．

４から１．７倍、ハイヤーとの比較では、２割程度となっており、福祉政

策として既存事業者に配慮し設定されている。今後の参考として委員の意

見を伺いたい。 

 

【髙島委員】 これだけきめ細やかな患者バスなり代替バスなりが運行されている。移

送サービスも当初は、病院のみであったが、今は買い物でもなんでも利用

できるようになっており、ハイヤー業界のことが何も考えられていない。 

 更新内容について、既存の内容ではタクシー料金と比較して安価である

ため反対する。 

 

【事 務 局】 買い物の利用は認めていない。島牧診療所での受診が難しい高齢者を隣

接地の診療所へ移送している。 

 

【髙島委員】 難しい診療とはどういった診療か。 

 

【野崎会長】 要介護を持った方でかかりつけ医が寿都や黒松内の人が利用している。

歯科については認めていない。対象者を絞って事業を行っている。 

 

【髙島委員】 患者バスについて、診療所に来る目的で買い物も行っている、これだけ

細やかに移送していると、我々ハイヤー業界が入る隙間が無くなってしま

う。我々が運ぶお客がいなくなっているので、村側にはもっと事業者に配

慮した政策を行ってほしい。 

 

【事 務 局】 その点については、本日承認された公共交通の方向性に基づき具体策を

検討していくこととなる。今現在実施している移送サービスについては、

必要としている住民がいることから無くすわけにはいかない。 

 

【髙島委員】 さっきの方向性については、バスについては記載されていたが、ハイヤ

ーについては一つも記載がない、村側で何か解決策を考えてくれなければ

賛成できない。 

 

【Ｎ Ｄ Ｓ】 施策内容については、（案）としてご提案させていただいている内容で

あるため、具体的なプロセスについては、村内事業者を活用し、今後の体

制やどういった運行方法とするのかを決めていく。今、ハイヤーの記載が

ないということであったが、どういった方を対象にハイヤーで輸送してい

くとか、役割を明確化してまとめていきたい。ハイヤーの利用促進につな

がるよう、いただいた意見を踏まえ、事務局と計画の取りまとめに向けて、

検討・協議を進めていく。 

 

【野崎会長】 バス事業者、ハイヤー事業者の役割について、今後の計画に明記してい

きたい。 
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【髙島委員】 今のままではだめ、住民がハイヤーを利用できる具体的な取り組み（タ

クシーチケット等）について話し合いがあるのであれば結構ですけど、ほ

かにも台数を増やさないとかそういうことは守っていただきたい。それさ

え約束できれば賛成する。 

 

【野崎会長】 いただいた意見を踏まえ、適宜、関係者と協議をさせていただく。 

 

 

４．その他 

・事務局より、「地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価報告」について、

委員に今年度事業が適切に実施されたことを報告 

⇒質疑応答なし 

 

 

５．閉会 


